






























人、習熟度が中程度のM群 22人、習熟度の低い L群 11人に分け、次に、M群の学習者を






























































審査委員：主査  横山 紀子（国際交流基金） 
委員  久保田 美子（国際交流基金） 
委員  野山 広（国立国語研究所） 
委員  大山 達雄 
委員 今野 雅裕 
委員 文野 峯子（人間環境大学） 
 
本論文の最終報告に引き続き、平成 23年 1月 31日（月）15時より審査委員会が開催さ
れた。審査委員は、横山紀子連携教授（主査：国際交流基金）、久保田美子連携教授（副
査：国際交流基金）、野山広教授（副査：国立国語研究所）、大山達雄教授、今野雅裕教
授、文野峯子教授（人間環境大学）の 6名であった。本研究を評価する点としては、以下
が挙げられた。 
 
1. 中国では、急速な経済発展を背景に、大学がもはや従来のような少数精鋭の教育の
場ではなくなり、大学の大衆化が進んでいる。その結果として、同じ大学、同じク
ラスに属しながら学生間の能力差・習熟差が教員にとって大きな課題になっている。
中国で伝統的に行われてきた教師主導、知識伝授重視の指導方法は、エリート層に
は通用しても、大衆化した現在の大学では効を奏さず、落ちこぼれの問題も教員の
悩みの種になっているという。また、二十数年来の人口統制により「一人っ子」世
代が大学生となる中で、兄弟不在の家庭で育ち、同世代の仲間との協働に不慣れな
大学生に手を焼く教員も少なくない。こうした現代中国の大学事情を考えると、本
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研究が主題とする「協働学習」は非常に時宜に適った研究テーマである。特に、習
熟度の差が目立つクラスを有機的に運営するためには、習熟度の異なる学習者同士
が互恵的に学べることを、実際の授業実践を通して検証した本研究の実践的意義は
大きい。 
2. 習熟度の異なる学習者ペアが相互に学び合う実態を明らかにし、特に習熟度が上位
の学習者とペアを組むよりも、下位の学習者と組んだほうが学ぶものが多いことを
示した点は極めて興味深い。特に、「学ぶのは教師からであって不確かな知識しか
持たない学習者からではなく、ましてや自分より下の学習者からは学べまい」とい
う中国ではいまだ根強い協働学習に対する不信に対して反証を挙げた意義は大きい。 
3. ヴィゴツキーの社会文化理論を第二言語習得研究に援用した研究、特にスウェイン
の「アウトプット仮説」を巡る研究は、言語学習の革新的な部分を扱っているにも
関わらず、これまで日本ではほとんど研究が行われていない。本研究は、英文の先
行研究を丹念に調べた上で、日本の日本語教育では初めて「アウトプット仮説」を
援用した実証研究として価値が高いと思われる。 
4. 習熟度の異なるペア間の協働学習を評価するに当り、その学習成果（成績の上昇）
から検証するに留まらず、実際に協働学習を体験した学習者の心理面・意識面にも
注目して意識調査を行い、学習者の受け止め方が肯定的であることを確認している。
このことは、今後、中国において協働学習を普及、発展させていく上で重要である。 
5. 論文の構成や論理構成も明確で、わかりやすい。 
 
一方、以下のように、今後への課題も指摘された。 
 
1. 日本語学習において協働学習が果たす役割（目標、効果、形態、期間等）について
より詳細に論じ、その中で研究 1～3がどのように位置づけられているのか、加筆
してほしい。 
2. 結果の考察や解釈には少し乱暴な点がある。具体的には、先行研究で重要な要因と
して挙げられているインタラクション・パターン、パートナーについての認識、協
働学習についての意識などの観点を考察や解釈に盛り込んでほしい。 
3. 結果分析やその記述、論文の形式面などにやや精密さに欠ける部分があるので、加
筆修正の際には十分な推敲を念入りにしてほしい。 
 
以上のコメントを受けて、著者は必要な加筆修正を施した修正稿を提出し、主査の最終
確認を経た上で博士論文最終版を提出した。 
